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銀
行
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
内
閣
府
令

次
に
掲
げ
る
府
令
の
規
定
中
「
労
働
者
派
遣
事
業
の
適
正
な
運
営
の
確
保
及
び
派
遣
労
働
者
の
就
業
条
件
の
整
備
等

に
関
す
る
法
律
」
を
「
労
働
者
派
遣
事
業
の
適
正
な
運
営
の
確
保
及
び
派
遣
労
働
者
の
保
護
等
に
関
す
る
法
律
」
に
改

め
る
。

一

銀
行
法
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
七
年
大
蔵
省
令
第
十
号
）
第
十
七
条
の
三
第
一
項
第
十
六
号
及
び
第
三
十
四
条

の
十
六
第
三
項
第
十
六
号

二

長
期
信
用
銀
行
法
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
七
年
大
蔵
省
令
第
十
三
号
）
第
四
条
の
五
第
一
項
第
十
六
号
及
び
第

五
条
の
六
第
三
項
第
十
六
号

三

信
用
金
庫
法
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
七
年
大
蔵
省
令
第
十
五
号
）
第
六
十
四
条
第
四
項
第
十
六
号

四

協
同
組
合
に
よ
る
金
融
事
業
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
五
年
大
蔵
省
令
第
十
号
）
第
四
条
第
四
項
第
十

六
号

五

保
険
業
法
施
行
規
則
（
平
成
八
年
大
蔵
省
令
第
五
号
）
第
五
十
六
条
の
二
第
一
項
第
十
五
号
及
び
第
二
百
十
条

の
七
第
二
項
第
十
五
号

附

則

こ
の
府
令
は
、
労
働
者
派
遣
事
業
の
適
正
な
運
営
の
確
保
及
び
派
遣
労
働
者
の
就
業
条
件
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律

等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
四
年
十
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

〇
内
閣
府
令
第
六
十
六
号

郵
政
民
営
化
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
三
十
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
及
び
関
係

法
律
の
規
定
に
基
づ
き
、
日
本
郵
政
株
式
会
社
が
銀
行
持
株
会
社
等
で
あ
る
場
合
の
届
出
に
関
す
る
手
続
を
定
め
る
内

閣
府
令
及
び
金
融
商
品
取
引
法
第
六
章
の
二
の
規
定
に
よ
る
課
徴
金
に
関
す
る
内
閣
府
令
の
一
部
を
改
正
す
る
内
閣
府

令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
四
年
九
月
二
十
八
日

内
閣
総
理
大
臣

野
田

佳
彦

日
本
郵
政
株
式
会
社
が
銀
行
持
株
会
社
等
で
あ
る
場
合
の
届
出
に
関
す
る
手
続
を
定
め
る
内
閣
府
令
及
び
金
融

商
品
取
引
法
第
六
章
の
二
の
規
定
に
よ
る
課
徴
金
に
関
す
る
内
閣
府
令
の
一
部
を
改
正
す
る
内
閣
府
令

（
日
本
郵
政
株
式
会
社
が
銀
行
持
株
会
社
等
で
あ
る
場
合
の
届
出
に
関
す
る
手
続
を
定
め
る
内
閣
府
令
の
一
部
改

正
）

第
一
条

日
本
郵
政
株
式
会
社
が
銀
行
持
株
会
社
等
で
あ
る
場
合
の
届
出
に
関
す
る
手
続
を
定
め
る
内
閣
府
令
（
平
成

十
九
年
内
閣
府
令
第
七
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
一
条
第
二
項
中
「
平
成
二
十
九
年
九
月
三
十
日
」
を
「
法
第
八
条
に
規
定
す
る
移
行
期
間
の
末
日
」
に
改

め
る
。

（
金
融
商
品
取
引
法
第
六
章
の
二
の
規
定
に
よ
る
課
徴
金
に
関
す
る
内
閣
府
令
の
一
部
改
正
）

第
二
条

金
融
商
品
取
引
法
第
六
章
の
二
の
規
定
に
よ
る
課
徴
金
に
関
す
る
内
閣
府
令
（
平
成
十
七
年
内
閣
府
令
第
十

七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
十
一
条
の
七
第
二
項
中
「
郵
便
事
業
株
式
会
社
の
営
業
所
で
あ
っ
て
郵
便
窓
口
業
務
の
委
託
等
に
関
す
る
法

律
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
十
三
号
）
第
二
条
に
規
定
す
る
郵
便
窓
口
業
務
を
行
う
も
の
（
同
法
第
三
条
第
一

項
若
し
く
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
委
託
又
は
同
法
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
再
委
託
を
受
け
た
者
の
営
業
所
を
含

む
」
を
「
日
本
郵
便
株
式
会
社
の
営
業
所
（
簡
易
郵
便
局
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
十
三
号
）
第
七
条
第
一

項
に
規
定
す
る
簡
易
郵
便
局
を
含
み
、
郵
便
の
業
務
を
行
う
も
の
に
限
る
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
府
令
は
、
郵
政
民
営
化
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
四
年
十
月
一
日
）
か

ら
施
行
す
る
。

（
金
融
商
品
取
引
法
第
六
章
の
二
の
規
定
に
よ
る
課
徴
金
に
関
す
る
内
閣
府
令
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

２

こ
の
府
令
の
施
行
前
に
郵
便
事
業
株
式
会
社
の
営
業
所
で
あ
っ
て
郵
政
民
営
化
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法

律
附
則
第
十
七
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
郵
便
窓
口
業
務
の
委
託
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二

百
十
三
号
）
第
二
条
に
規
定
す
る
郵
便
窓
口
業
務
を
行
う
も
の
（
同
法
第
三
条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
の
規
定
に

よ
る
委
託
又
は
同
法
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
再
委
託
を
受
け
た
者
の
営
業
所
を
含
む
。）に
差
し
出
さ
れ
た
第
二
条
の

規
定
に
よ
る
改
正
前
の
金
融
商
品
取
引
法
第
六
章
の
二
の
規
定
に
よ
る
課
徴
金
に
関
す
る
内
閣
府
令
第
六
十
一
条
の

七
第
二
項
の
報
告
書
は
、
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
金
融
商
品
取
引
法
第
六
章
の
二
の
規
定
に
よ
る
課
徴
金

に
関
す
る
内
閣
府
令
第
六
十
一
条
の
七
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
に
規
定
す
る
日
本
郵
便
株
式
会

社
の
営
業
所
に
差
し
出
さ
れ
た
報
告
書
と
み
な
す
。

〇
内
閣
府
令
第
六
十
七
号

郵
政
民
営
化
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
三
十
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
及
び
郵
政

民
営
化
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
九
十
七
号
）
第
八
十
九
条
の
六
の
規
定
に
基
づ
き
、
簡
易
郵
便
局
法
第
四
条
第
一
項

に
規
定
す
る
受
託
者
の
銀
行
法
第
五
十
二
条
の
三
十
九
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
に
関
す
る
内
閣
府
令

を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
四
年
九
月
二
十
八
日

内
閣
総
理
大
臣

野
田

佳
彦

簡
易
郵
便
局
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
受
託
者
の
銀
行
法
第
五
十
二
条
の
三
十
九
第
一
項
又
は
第
二
項
の

規
定
に
よ
る
届
出
に
関
す
る
内
閣
府
令

郵
政
民
営
化
法
第
八
十
九
条
の
六
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

銀
行
法
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
七
年
大
蔵
省
令
第
十
号
）
第
三
十
四
条
の
三
十
二
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
事

項
二

銀
行
法
施
行
規
則
第
三
十
四
条
の
三
十
三
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項

附

則

こ
の
府
令
は
、
郵
政
民
営
化
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
四
年
十
月
一
日
）
か
ら

施
行
す
る
。

〇
内
閣
府
令
第
六
十
八
号

消
費
者
安
全
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
七
十
七
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
関
係
法

令
の
規
定
に
基
づ
き
、
及
び
関
係
法
令
を
実
施
す
る
た
め
、
消
費
者
安
全
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う

消
費
者
庁
関
係
内
閣
府
令
の
整
備
に
関
す
る
内
閣
府
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
四
年
九
月
二
十
八
日

内
閣
総
理
大
臣

野
田

佳
彦

消
費
者
安
全
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
消
費
者
庁
関
係
内
閣
府
令
の
整
備
に
関
す
る
内
閣
府

令

（
消
費
者
安
全
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

消
費
者
安
全
法
施
行
規
則
（
平
成
二
十
一
年
内
閣
府
令
第
四
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
条
中
「
法
第
十
八
条
第
四
項
」
を
「
法
第
四
十
一
条
第
四
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
二
条
と
し
、
第
九
条

の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
申
出
）

第
十
条

法
第
二
十
八
条
第
一
項
の
申
出
は
、
消
費
者
安
全
調
査
委
員
会
の
定
め
る
様
式
に
よ
る
申
出
書
を
提
出
し

て
行
う
も
の
と
す
る
。

２

法
第
二
十
八
条
第
一
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一

申
出
者
の
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
そ
の
他
の
連
絡
先

二

申
出
者
と
当
該
申
出
に
係
る
生
命
身
体
事
故
等
の
被
害
者
と
の
関
係
（
被
害
が
生
じ
た
生
命
身
体
事
故
等
の

場
合
に
限
る
。）
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